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ド
ー
デ
『
最
後
の
授
業
』
に
お
け
る
人
称
詞

　
　

佐
久
間
俊
輔

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

近
代
語
の
人
称
研
究
は
代
名
詞
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
名
詞
も

含
め
て
考
察
す
る
必
要
を
説
い
た
永
田（
二
〇
一
五
）の
研
究（

（
（

を
受
け
て
、

本
稿
で
は
、
教
室
の
場
に
お
け
る
人
称
詞
使
用
に
つ
い
て
、
一
つ
の
翻
訳

小
説
を
取
り
上
げ
、明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
使
用
実
態
を
報
告
す
る
。

　

資
料
と
し
た『
最
後
の
授
業
』（
一
八
七
二
）は
、ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
ー

デ
（
一
八
四
〇
―
一
八
九
七
）
の
短
編
小
説
集
『
月
曜
物
語
』（
一
八
七
三

年
刊
）
の
中
の
一
編
で
あ
る
。
日
本
で
は
明
治
時
代
に
翻
訳
さ
れ
て
以
来

広
く
読
ま
れ
て
き
た
。

　

普
仏
戦
争
に
敗
れ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
に
割
譲
さ
れ
た
ア
ル

ザ
ス
に
住
む
少
年
フ
ラ
ン
ツ
は
、
あ
る
朝
遅
刻
し
て
学
校
に
着
く
と
、
い

つ
も
は
厳
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
の
ア
メ
ル
先
生
が
や
さ
し
く
迎
え
て
く

れ
る
。
そ
し
て
、「
今
日
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
最
後
の
授
業
で
す
。
明
日
か

ら
ド
イ
ツ
語
の
先
生
が
来
ま
す
。」
と
言
う
。
そ
の
あ
と
、
フ
ラ
ン
ス
語

は
世
界
中
で
一
番
美
し
い
言
葉
で
あ
る
な
ど
と
述
べ
た
後
、
最
後
に
「
フ

ラ
ン
ス
ば
ん
ざ
い
！
」
と
黒
板
に
大
き
な
字
を
書
い
て
授
業
が
終
わ
り
に

な
る
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
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二
、
調
査
対
象

　

国
語
愛
の
観
点
か
ら
『
最
後
の
授
業
』
が
国
語
教
科
書
の
教
材
と
し
て

扱
わ
れ
、
そ
し
て
姿
を
消
し
た
経
緯
は
府
川
（
一
九
九
二
）
に
詳
し
い
。

本
稿
で
は
府
川
作
成
の
翻
訳
年
表
中
、
昭
和
二
十
六
年
ま
で
の
資
料
に
新

た
に
見
い
だ
し
た
も
の
を
加
え
た
二
十
七
資
料
に
つ
い
て
、
次
の
七
点
を

調
査
し
た
。

　

物
語
の
展
開
に
沿
っ
て
、
自
称
詞
と
し
て
Ａ
（
フ
ラ
ン
ツ
）
―
―
語
り

に
お
け
る
地
の
文
―
―
、
Ｆ
（
ア
メ
ル
先
生
）、
教
師
か
ら
生
徒
へ
の
呼

称
詞
と
し
て
Ｂ
（
フ
ラ
ン
ツ
へ
）、
Ｄ
（
生
徒
全
体
へ
）、
ま
た
対
称
詞
と

し
て
Ｃ
（
フ
ラ
ン
ツ
へ
）、
Ｅ
（
生
徒
全
体
へ
）、
さ
ら
に
、
Ｇ
プ
ロ
イ
セ

ン
の
兵
士
か
ら
ア
ル
ザ
ス
の
人
へ
の
対
称
詞
（
ア
メ
ル
先
生
の
話
の
中
で

引
用
さ
れ
る
形
で
）
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
～
Ｆ
は

ア
メ
ル
先
生
か
ら
生
徒
へ
の
会
話
表
現
な
の
に
対
し
、
Ａ
は
小
説
に
お
け

る
一
人
称
の
語
り
、
Ｇ
は
引
用
の
中
で
の
表
現
で
あ
り
、
性
格
が
異
な
る

の
で
、
Ａ
と
Ｇ
は
参
考
と
し
て
別
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

次
の
、
Ａ
か
ら
Ｇ
の
小
見
出
し
に
続
く
具
体
例
は
、
最
初
の
翻
訳
で
あ

る
「
を
さ
な
心
」（
羝
夢
生
・
紅
葉
山
人
訳　

明
治
三
十
五
年
三
月
）
に

よ
る
。
引
用
は
新
字
旧
仮
名
遣
い
と
し
、
ル
ビ
は
適
宜
施
す
。

Ａ
自
称
詞

　
　

�　

其
朝
は
学
校
へ
行
く
の
が
大
変
遅
れ
ま
し
た
か
ら
、
屹き
ツ

度と

譴し
か

ら
れ

る
に
違ち
が
ひ

無な

い
と
思
つ
て
、
Ａ
僕
は
実
に
怖
か
つ
た
の
で
す
。

Ｂ
呼
称
詞
・
Ｃ
対
称
詞

　
　

�

B1
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
、
C1
貴あ
な
た方

が
見
え
な
か
つ
た
け
れ
ど
授
業
を
始
め

ま
し
た
。
早
く
席
に
お
着
き
な
さ
い

（
ア
メ
ル
先
生
→
生
徒
：
フ
ラ
ン
ツ
）

　
　

�

然
し
、
B2
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
、
C2
貴あ
な
た方

ば
か
り
を
悪
い
と
は
言
ひ
ま
せ

ん
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ア
メ
ル
先
生
→
生
徒
：
フ
ラ
ン
ツ
）

　

Ｂ
１
は
授
業
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
場
面
、
Ｂ
２
は
問

い
に
答
え
ら
れ
な
い
生
徒
を
諭
す
場
面
で
の
呼
称
詞
の
例
で
あ
る
。

Ｄ
呼
称
詞
・
Ｅ
対
称
詞
・
Ｆ
自
称
詞

　
　

�

Ｄ
皆
さ
ん
、
Ｆ

私わ
た
し

が
恁か
う

し
て
Ｅ
皆
さ
ん
に
教
授
を
致
し
ま
す
の
も
、

今こ
ん

日に
ち

限か
ぎ
り
で
あ
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
ア
メ
ル
先
生
→
生
徒
全
体
）

Ｇ
プ
ロ
イ
セ
ン
の
兵
士
が
ア
ル
ザ
ス
の
人
に
対
し

　
　

�

敵
国
の
人
間
か
ら
「
な
ん
だ
と
？　
Ｇ
貴
様
は
自
分
で
仏
蘭
西
人
だ

と
い
つ
て
る
が
、
そ
の
く
せ
自
分
の
国
の
言
葉
を
読
め
も
書
け
も
し

な
い
ぢ
や
な
い
か
！｣

と
い
は
れ
た
つ
て
、
仕
方
の
な
い
こ
と
に
な

つ
て
し
ま
つ
た
。（「
を
さ
な
心
」に
は
こ
の
箇
所
の
訳
が
な
い
の
で
、

２
天
弦
「
最お
し
ま
ひ終

の
お
稽
古
」
か
ら
引
用
し
た
）
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三
、
自
称
詞

　

ア
メ
ル
先
生
の
自
称
詞
Ｆ
に
つ
い
て
見
る
。
多
く
が
「
私
」、「
わ
た
し
」

を
使
用
す
る
中
で
、
４
菊
池
（
大
正
四
年
）
は
「
俺わ
し

」
を
用
い
て
い
る
。

四
十
年
間
教
え
て
き
た
ア
メ
ル
先
生
は
老
人
で
あ
り
、
か
つ
教
師
と
い
う

地
位
を
表
す
語
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
興
味
深
い
の
は
、
今
日
で
も
議
論
が
あ
る
自
称
詞
「
先

生（
（
（

」
が
戦
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
17
斎
田
（
昭
和
十
二

年
）、
25
田
島
（
昭
和
二
十
四
年
）、
27
桜
井
（
昭
和
二
十
六
年
）
が
「
先

生
」
を
用
い
て
い
る
。
斎
田
の
訳
文
は
、
題
名
が
「
最
後
の
授
業
（
朗
読

対
話
）」、
書
名
が
『
非
常
時
日
本
の
学
芸
会
資
料
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
学
芸
会
用
に
対
話
形
式
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

ア
ン
メ
ル
先
生　
　

�

フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
。
先
生
は
今
日
は
叱
る
こ
と
を

よ
し
ま
せ
う
。　　
　
　
　
　
　
　

（
17
斎
田
）

　

教
師
が
、
自
身
を
「
先
生
」
と
称
す
る
例
は
、
大
正
時
代
に
は
既
に
見

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

�

教
「
今
度
ハ
先
生
ノ
発
音
ガ
正
シ
イ
カ
正
シ
ク
ナ
イ
カ
、
ヨ
ク
気
ヲ

付
ケ
テ
オ
キ
キ
ナ
サ
イ
。
…
…
」

　
　

�（『
満
鉄
沿
線
に
於
け
る
日
本
語
教
授
法
の
変
遷
』
昭
和
八
年
刊
所

収
「
鹿
子
生
儀
三
郎
氏
の
日
本
語
教
授
法（

（
（

」（
大
正
九
年
満
鉄
学
務

課
）
よ
り
転
載
）

　

昭
和
に
な
る
と
、「
お
待
ち
、
先
生
が
又
お
父
さ
ん
に
謝
つ
て
あ
げ
る
。」

（
池
田
宣
政
『
小
山
羊
の
唄
』
昭
和
三
年
）
な
ど
と
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

四
、
呼
称
詞
と
対
称
詞
と
の
相
関

　

ア
メ
ル
先
生
が
生
徒
全
体
に
対
し
て
用
い
る
呼
称
詞
Ｄ
は
、２
天
絃（
明

治
三
十
七
年
）
と
４
菊
池
（
大
正
四
年
）
の
「
こ
ど
も
た
ち
」
以
外
は
「
み

な
さ
ん
」
で
あ
る
。

　

ア
メ
ル
先
生
か
ら
フ
ラ
ン
ツ
へ
の
呼
称
詞
Ｂ
は
、「
Ⅰ
名
前
の
呼
び
捨

て
」、「
Ⅱ
名
前
＋
敬
称
」
に
大
別
で
き
る
（【
附
表
】
参
照
）。
Ⅰ
が
14
例
、

Ⅱ
が
８
例
で
、
呼
び
捨
て
の
例
が
多
い
。

㈠　

呼
称
詞
・
呼
び
捨
て

　

呼
称
詞
Ｂ
１
「
フ
ラ
ン
ツ
」
を
使
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
に
、

フ
ラ
ン
ツ
へ
の
対
称
詞
（
項
目
Ｃ
）
に
①
「
お
前
」
を
用
い
る
（
２
～

25
）
か
、
②
「
君
」
を
用
い
る
（
16
～
27
）
か
で
二
分
で
き
る
。
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㈡　

呼
称
詞
・
名
前
＋
敬
称
（
君
）

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
③
は
、
対
称
詞
（
項
目
Ｃ
）
で
は
「
君
」
を
用
い
て
い

る
。「
名
前
＋
君
」
の
言
い
方
は
昭
和
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
。

　
　

�

さ
あ
、
早
く
席
に
お
つ
き
な
さ
い
。
フ
ラ
ン
ツ
君
よ
。
私
達
は
、
君

な
し
で
、
授
業
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
し
た
。　　
　
　
　

（
14
貝
島
）

国
定
教
科
書
で
も
同
様
に
昭
和
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
。

　
　

ス
ル
ト
、
先
生　

ガ　

ニ
コ
ニ
コ　

シ
テ
、

　
　

�「
太
郎
君
、
エ
ラ
イ　

ゾ
。
コ
ロ
ン
デ　

モ
、
ヨ
ク　

シ
マ
ヒ　

マ

デ　

走
ツ
タ
。
カ
ン
シ
ン
、
カ
ン
シ
ン
。」
ト　

イ
ツ
テ
、
ホ
メ
テ 

下
サ
イ
マ
シ
タ
。

（「
四
カ
ケ
ツ
コ
」　

国
定
教
科
書
第
四
期　

昭
和
八
年
）

㈢　

呼
称
詞
・
名
前
＋
敬
称
（
さ
ん
）

　
「
さ
ん
」
を
附
し
て
呼
ぶ
グ
ル
ー
プ
④
で
は
対
称
詞
Ｃ
１
に
「
あ
な
た
」

を
用
い
、
生
徒
へ
の
対
称
詞
Ｅ
は
「
み
な
さ
ん
」
を
使
っ
て
い
る（

（
（

。

　

15
片
山
（
昭
和
九
年
）
は
「
フ
ラ
ン
ツ
」
を
「
フ
リ
ッ
ツ
」
と
す
る
。

『
最
後
の
授
業
』
は
仏
語
版
と
、
そ
の
重
訳
で
あ
る
英
語
版
が
あ
る
が
、

と
も
に
表
記
は
「Frantz

」
で
あ
る
。
し
か
し
、『
仏
語
捷
径
』（
厚
母

清
一
著
、
宝
文
館
、
昭
和
二
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
「
最
後
の
授
業
」
で

は“m
on petit Fritz”

と
あ
り
、
片
山
は
こ
れ
を
底
本
に
訳
し
た
も
の
で

あ
ろ
う（

（
（

。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｃ
２
に
「
お
前
」
の
使
用
が
目
に
つ
く
が
、
こ

こ
は
指
名
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ツ
が
答
え
ら
れ
な
い
た
め
に
説
諭
し
て
い
る
場

面
で
、
目
下
へ
の
使
用
例
で
あ
る（

（
（

。

㈣　

使
用
年
代

　

グ
ル
ー
プ
①
は
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
使
用
が
主
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
、
②
で
は
、
戦
前
に
用
例
は
あ
る
も
の
の
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら

の
使
用
例
が
多
い
。
③
は
戦
前
、
戦
後
に
見
ら
れ
る
が
、
用
例
が
少
な
い

の
で
傾
向
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
④
は
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
使

用
さ
れ
て
お
り
、
①
と
似
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

㈤
・
一　

そ
の
他
①

　
「
Ⅰ
名
前
の
呼
び
捨
て
」
で
「
フ
ラ
ン
ク
」
を
用
い
て
い
る
も
の
が
二

例
あ
る
。
い
ず
れ
も
対
称
詞
Ｃ
１
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
。
５
藤
浪
を
引

用
す
る
。

　
　

�「
フ
ラ
ン
ク
、早
く
席
に
お
着つ
き

、今
授
業
を
始
め
る
所
だ
」と
い
つ
た
。

（
５
藤
浪
）

　

22
木
村
（
昭
和
二
十
三
年
）
は
、
英
語
版
を
訳
し
た
も
の
で
、「
中
学

初
級
」
と
い
う
英
語
学
習
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
５
藤
浪
（
大
正
六
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年
）
は
何
を
底
本
に
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
英
語
風
の
表
現
に
改

め
た
も
の
と
考
え
る
。

　

日
本
人
作
家
に
よ
る
、
外
国
の
教
師
が
生
徒
を
呼
び
捨
て
に
す
る
例
と

し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

�「
ジ
ム
、
あ
な
た
は
い
い
子
、
よ
く
私
わ
た
く
しの
言
つ
た
こ
と
が
わ
か
つ
て

く
れ
ま
し
た
ね
。［
中
略
］」
と
先
生
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
僕
達
を

向
い
合
せ
ま
し
た
。

（
有
島
武
郎
『
一
房
の
葡
萄
』
大
正
九
年　

外
国
の
女
性
教
師
）

　
　

�「
ま
た
悪
戯
を
し
た
ね
、
ジ
ヤ
ツ
ク
。
お
待
ち
、
先
生
が
又
お
父
さ

ん
に
謝
つ
て
あ
げ
る
。」

　
　

�（
池
田
宣
政
『
小
山
羊
の
唄
』
昭
和
三
年　

北
フ
ラ
ン
ス
小
学
校
教

師
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
）

㈤
・
二　

そ
の
他
②

　

４
菊
池
（
大
正
四
年
）
が
用
い
て
い
る
「
フ
ラ
ン
ツ
坊
」
は
、
原
文
を

意
訳
し
た
訳
語
で
あ
る（

（
（

。
対
称
詞
Ｃ
に
は
「
お
前
」、
Ｅ
に
は
「
お
前
た
ち
」

を
使
用
し
て
い
る
。

　
　

�

お
ゝ
俺わ
し

の
フ
ラ
ン
ツ
坊
か
、
早
く
席
へ
著つ

く
が
善よ

い
。
お
前
が
来
な

く
て
も
今
始
め
る
と
こ
ろ
だ
つ
た
。

　
　

フ
ラ
ン
ツ
坊
や
、
俺わ
し

は
今
日
は
お
前
を
罰
し
は
せ
ぬ
。　

（
４
菊
池
）

　

な
お
、
菊
池
の
訳
文
は
大
正
六
年
の
６
『
帝
国
読
本
』（
芳
賀
矢
一
編
）

や
大
正
十
年
の
８
『
新
制
中
等
新
国
文
』（
三
矢
重
松
他
編
）、
大
正
十
二

年
の
９
『
現
代
国
語
読
本
』（
八
波
則
吉
編
）
な
ど
の
国
語
教
科
書
に
採

録
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
は
Ｂ
１
の
「
お
ゝ
俺わ
し

の
フ
ラ
ン
ツ
坊
か
」
の
箇

所
は
な
い
。
さ
ら
に
、
８
『
新
制
中
等
新
国
文
』
で
は
、「
フ
ラ
ン
ツ
や
」

と
「
坊
」
の
な
い
呼
び
捨
て
の
形
で
掲
載
し
て
い
る（

（
（

。

　
　
　

五
、
ア
メ
ル
先
生
の
話
体

　

こ
こ
で
は
、
Ｃ
１
・
Ｃ
２
・
Ｅ
に
お
け
る
ア
メ
ル
先
生
の
発
話
を
、
話

体
の
観
点
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。

㈠　

常
体
専
用

　

２
天
絃
（
明
治
三
十
七
年
）、
４
菊
池
（
大
正
四
年
）、
７
極
東
時
報
（
大

正
七
年
）、
11
八
木
（
大
正
十
五
年
）
と
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
集
中
し

て
い
る
。
Ｅ
で
の
例
を
示
す
。

　
　

私わ
た
し

が
皆み
ん
な

を
教
へ
て
あ
げ
る
の
も
も
う

0

0

こ
れ
限
り
に
な
つ
た
。

（
２
天
絃
）

　
　

こ
れ
が
お
前
達
に
俺わ
し

の
教
へ
る
最
後
の
授
業
だ
、　　
　

（
４
菊
池
）

　
　

今
日
が
授
業
を
す
る
最
後
の
日
で
あ
る
、　　
　
　

（
７
極
東
時
報
）
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私
が
お
前
達
の
た
め
に
た
め
に
授
業
を
す
る
の
は
之
が
最
後
だ
。

（
八
木
11
）

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
地
の
文
（
フ
ラ
ン
ツ
の
語
り
）
も
常
体
で
あ
る
が
、

11
八
木
だ
け
は
敬
体
で
あ
る
。

㈡　

敬
体
専
用

　

１
羝
夢
生
・
紅
葉
山
人
（
明
治
三
十
五
年
）、
17
斎
田
（
昭
和
十
二
年
）、

20
平
原
社
編
輯
部
（
昭
和
十
七
年
）、
と
、
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
見

ら
れ
る
。次
の
よ
う
に
、Ｃ
２
の
説
諭
の
場
面
で
も
敬
体
を
用
い
て
い
る
。

　
　

�

然
し
、
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
、
貴あ
な
た方

ば
か
り
を
悪
い
と
は
言
ひ
ま
せ
ん
。

（
１
羝
夢
生
・
紅
葉
山
人
）

　
　

フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
、
先
生
は
今
日
は
叱
る
こ
と
を
よ
し
ま
せ
う
。

（
17
斎
田
）

　
　

フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
、
私
は
あ
な
た
を
叱
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

（
20
平
原
社
編
輯
部
）

㈢　

常
体
と
敬
体
と
の
混
用

　
「
常
体
優
位
」、「
敬
体
優
位
ａ
」「
敬
体
優
位
ｂ
」
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分

類
で
き
る
。

　

一　

常
体
優
位
（
常
体
・
常
体
・
敬
体
）

　

10
鈴
木
（
大
正
十
三
年
）、
18
永
井
（
昭
和
十
四
年
）、
22
木
村
（
昭
和

二
十
三
年
）、
23
田
沼
（
昭
和
二
十
四
年
）、
26
阿
部
（
昭
和
二
十
五
年
）

は
フ
ラ
ン
ツ
へ
は
常
体
を
用
い
、
生
徒
全
体
へ
は
敬
体
を
用
い
て
い
る
。

10
鈴
木
の
例
を
示
す
。

　
　

Ｃ
１　

フ
ラ
ン
ツ
、
お
ま
へ
が
来
る
の
を
待
つ
て
た
ん
だ
よ
。

　
　

Ｃ
２　

私わ
た
し

は
も
う
お
ま
へ
を
お
こ
り
は
し
な
い
よ
。

　
　

Ｅ　
　

私わ
た
し

が
み
な
さ
ん
を
教
へ
る
の
は
今
日
限
り
で
す
。

　

二　

敬
体
優
位

　

敬
体
優
位
は
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

ａ
敬
体
・
常
体
・
敬
体

　

Ｃ
２
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ツ
を
諭
す
場
面
の
み
が
常
体
で
あ
る
。
３
後
藤

（
大
正
三
年
）、
12
藤
森
（
昭
和
二
年
）、
14
貝
島
（
昭
和
五
年
）、
15
片
山

（
昭
和
九
年
）
の
、
大
正
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
四
作
品
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。

ｂ
常
体
・
敬
体
・
敬
体

　

席
に
着
く
よ
う
に
促
す
箇
所
の
み
常
体
で
、
フ
ラ
ン
ツ
を
諭
す
場
面
と

生
徒
全
体
に
話
す
場
面
で
は
敬
体
を
用
い
て
い
る
。５
藤
浪（
大
正
六
年
）、

13
小
野
（
昭
和
四
年
）、
16
桜
田
（
昭
和
十
一
年
）、
21
萩
原
（
昭
和

二
十
三
年
）、
24
浅
見
（
昭
和
二
十
四
年
）、
25
田
島
（
昭
和
二
十
四
年
）、
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27
桜
井
（
昭
和
二
十
六
年
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
四
節
で
の
記
述
と
組
み
合
わ
せ
て
み
る
。
Ｂ
１
で
呼
び
捨
て

を
用
い
、
Ｃ
１
に
「
お
前
」
を
用
い
る
グ
ル
ー
プ
①
で
は
常
体
専
用
・
常

体
優
位
が
多
い
。
次
に
、
Ｂ
１
で
呼
び
捨
て
を
用
い
、
Ｃ
１
に
「
君
」
を

用
い
る
グ
ル
ー
プ
②
で
は
常
体
優
位
と
敬
体
優
位
ｂ
が
拮
抗
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
Ｃ
２
が
常
体
か
敬
体
か
の
違
い
で
あ
り
、
Ｃ
１
と
Ｅ
は

そ
れ
ぞ
れ
常
体
・
敬
体
で
共
通
し
て
い
る
。

　
「
名
前
＋
君
」
の
グ
ル
ー
プ
③
は
、
敬
体
優
位
ａ
と
敬
体
優
位
ｂ
が
各

一
例
で
あ
る
。

　
「
名
前
＋
さ
ん
」
の
グ
ル
ー
プ
④
は
、
敬
体
と
敬
体
優
位
ａ
と
が
各
三

例
と
同
数
で
あ
る
。

　

以
上
の
説
明
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

グ
ル
ー
プ
：　

Ｂ
１　
　

：
Ｃ
１　

：　
〈
先
生
の
話
体
〉　

　
　

①　

：
呼
び
捨
て　

：
お
前　

：
常
体
専
用
・
常
体
優
位

　
　

②　

：
呼
び
捨
て　

：
君　
　

：
常
体
優
位
・
敬
体
優
位
ｂ

　
　

③　

：
名
前
＋
君　

：
君　
　

：
敬
体
優
位
ａ
・
敬
体
優
位
ｂ

　
　

④　

：
名
前
＋
さ
ん
：
あ
な
た
：
敬
体
専
用
・
敬
体
優
位
ａ

　
　
　

六
、
語
り
に
お
け
る
自
称
詞

　
『
最
後
の
授
業
』
は
フ
ラ
ン
ツ
の
目
を
通
し
て
描
写
さ
れ
る
一
人
称
小

説
で
あ
る（

（
（

。
本
節
で
は
、
会
話
で
の
自
称
詞
で
は
な
い
が
、
語
り
の
中
で
、

少
年
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
、
参
考
と
し
て
見
て
お
く
。

　

地
の
文
に
お
け
る
自
称
詞
と
し
て
「
私
」
と
「
僕
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。「
私
」
に
は
振
り
仮
名
が
な
い
の
で
「
わ
た
し
」
か
「
わ
た
く
し
」

か
判
断
で
き
な
い
。

　

小
学
生
の
礼
儀
に
つ
い
て
、明
治
十
六
年
に
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
た『
礼

法
要
項
』
の
「
第
五
章　

言
葉
遣
ひ
」
で
は
、

　
　

二
、�

自
称
は
、
通
常
『
私
』
を
用
ひ
る
。
長
上
に
対
し
て
は
氏
ま
た

は
名
を
用
ひ
る
こ
と
が
あ
る
。
男
子
は
同
輩
に
対
し
て
『
僕
』

を
用
ひ
て
も
よ
い
が
、長
上
に
対
し
て
は
用
ひ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

三
、�

対
称
は
、
長
上
に
対
し
て
は
、
身
分
に
応
じ
て
相
当
の
敬
称
を

用
ひ
る
。

　
　
　
　

�
同
輩
に
対
し
て
は
、
通
常
『
あ
な
た
』
を
用
ひ
、
男
子
は
『
君
』

を
用
ひ
て
も
よ
い
。
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と
あ
る（
（1
（

。

　

一
人
称
小
説
で｢

僕｣

を
使
用
し
て
い
る
早
い
例
に
若
松
賤
子
の
『
忘

れ
形
見
』（
明
治
二
十
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
ク
タ
ー
の“A

 
Sailor Boy”

と
い
う
長
編
詩
の
翻
案
小
説
で
あ
る
。

　
　

�

あ
な
た
僕
の
履
歴
を
話
せ
つ
て
仰
お
つ
し
や

る
の
？　

話
し
ま
す
と
も
、
直ぢ

つ
き
話
せ
つ
ち
ま
い
ま
す
よ
、
だ
つ
て
十
四
に
し
か
な
ら
な
い
ん
で

す
か
ら
、
別
段
大た
い

し
た
悦
よ
ろ
こ
び

も
苦
労
も
し
た
事
が
な
い
ん
で
す
も
の

を
、
ダ
ガ
ネ
、
モ
ウ
少
し
過
ぎ
る
と
僕
は
船ふ
な
の
り乗
に
な
つ
て
初
め
て
航

海
に
行ゆ

く
ん
で
す
、　　
　
　
　
　
　
　
（
若
松
賤
子
『
忘
れ
形
見
』）

　

飛
田
（
一
九
九
二
）
に
よ
れ
ば
、「
僕
」
は
「
上
→
下
の
関
係
か
ら
、

書
生
同
士
の
対
等
の
関
係
に
広
ま
り
、
や
が
て
下
→
上
の
関
係
で
も
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（
（1
（

。」
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
忘
れ
形
見
』
で
、

十
四
歳
の
「
僕
」
が
聞
き
手
の
「
あ
な
た
」
の
要
請
に
よ
っ
て
自
分
の
過

去
を
語
り
だ
す
状
況
は
、
下
→
上
の
関
係
で
の
使
用
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
二
十
年
の『
尋
常
小
学
読
本
』に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い「
僕
」が
、

明
治
三
十
七
年
か
ら
使
用
さ
れ
た
第
一
期
国
定
教
科
書『
尋
常
小
学
読
本
』

に
な
る
と
登
場
す
る
、
と
も
飛
田
（
一
九
九
二
）
は
指
摘
し
て
い
る
。
学

校
で
の
「
僕
」
の
使
用
の
拡
が
り
が
、
翻
訳
・
翻
案
で
少
年
を
主
人
公
と

す
る
一
人
称
小
説
に
「
僕
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
７
極
東
時
報
（
大
正
六
年
）
で
は
「
自
分
」
を
用
い
て
い
る
。

掲
載
雑
誌
の
性
格
か
ら
軍
隊
用
語
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ

が
、
小
説
の
地
の
文
に
「
自
分
」
を
用
い
る
こ
と
は
、
当
時
広
く
行
わ
れ

て
い
る（
（1
（

こ
と
か
ら
、
一
般
の
用
法
と
見
て
お
く
。

　
　
　

七
、
引
用
に
お
け
る
対
称
詞

　

本
節
で
は
、
ア
メ
ル
先
生
の
話
の
中
で
引
用
さ
れ
る
兵
士
の
言
葉
（
項

目
Ｇ
）
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　

項
目
Ｃ
で
フ
ラ
ン
ツ
へ
の
対
称
詞
に
「
お
前
」
を
用
い
る
グ
ル
ー
プ
①

は
、「
お
前
（
た
ち
）」、「
貴
様
（
た
ち
）」
を
用
い
て
い
る
。
な
お
、「
お

前
」
を
使
う
の
は
、
25
田
島
（
昭
和
二
十
四
年
）
を
除
く
と
戦
前
ま
で
で
、

戦
後
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。

　

一
方
、
項
目
Ｃ
で
対
称
詞
「
君
」
を
用
い
る
グ
ル
ー
プ
②
は
、
項
目
Ｇ

で
も
「
君
た
ち
」
を
用
い
て
お
り
、
対
称
詞
は
「
君
」
で
統
一
的
に
用
い

て
い
る
。
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八
、
底
本

　

と
こ
ろ
で
、
テ
キ
ス
ト
（
底
本
）
の
違
い
が
訳
語
に
ど
の
よ
う
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
（
５
）
で
触
れ
た
よ
う
に
仏
語
版
で

も
相
違
が
あ
る
が
、
英
語
に
重
訳
さ
れ
た
も
の
を
日
本
語
に
し
た
場
合
も

あ
り
、
先
行
研
究
に
山
根
（
二
〇
一
四
）
が
あ
る
も
の
の
、
全
容
は
明
ら

か
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

　

四
節
で
述
べ
た
④
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
メ
ル
先
生
が
着
て
い
る
コ
ー
ト

の
色
を「
青
色
」と
訳
し
て
い
る
点
で
も
共
通
で
あ
る
。仏
語
版
が”verte”

（
緑
色
）
な
の
に
対
し
、
英
語
訳
で
は”green coat”
、”blue coat”

と
二

種
の
訳
が
存
在
す
る（
（1
（

。
そ
れ
で
は
「
青
色
」
と
訳
し
て
い
る
④
の
グ
ル
ー

プ
は
す
べ
て
英
語
か
ら
の
重
訳
か
と
い
う
と
、
20
平
原
社
編
輯
部
（
昭
和

十
七
年
）「
最
後
の
課
業
」
は
『
仏
蘭
西
語
文
学
講
座
』
に
対
訳
形
式
で

収
録
さ
れ
て
お
り
、”verte”

に「
青
い
」と
訳
語
を
与
え
て
い
て
、「
青
色
」

と
訳
し
た
グ
ル
ー
プ
が
英
語
版
を
用
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い（
（1
（

。

　

ま
た
、
ア
メ
ル
先
生
が
手
に
持
っ
て
い
た
も
の
は
、
仏
語
版
「règle 

en fer

」、
英
語
版
「iron ruler

」（
い
ず
れ
も
鉄
製
の
定
規
）
で
あ
る
が
、

『
新
英
語
読
本
』（
大
正
十
年
）に
は「cane

」（
鞭
）と
あ
る
。と
こ
ろ
が
、

そ
れ
以
前
に
発
表
さ
れ
た
１
羝
夢
生
・
紅
葉
山
人
（
明
治
三
十
五
年
）、

２
天
絃(

明
治
三
十
七
年
）、
３
後
藤
（
大
正
三
年
）
で
、「
鉄
（
の
）
鞭
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
新
英
語
読
本
』
以
前
に
「
鞭
」
に
あ
た

る
単
語
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

九
、
最
後
に

　

今
回
の
調
査
で
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

１　

�

自
称
詞
「
先
生
」
は
戦
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
（
他
の
資
料
か

ら
は
大
正
時
代
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
）。

　

２　

呼
称
詞
と
対
称
詞
の
関
係
で
、

　
　
　

①�

呼
称
詞
が
呼
び
捨
て
の
場
合
、
対
称
詞
は
戦
前
ま
で
「
お
前
」

を
用
い
る
が
、
戦
後
は
「
君
」
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　

②�

呼
称
詞
が
「
名
前
＋
君
」
の
場
合
、
対
称
詞
も
「
君
」
を
用
い

る
。「
名
前
＋
君
」
の
例
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
見
ら
れ
、「
名

前
＋
さ
ん
」
の
言
い
方
が
明
治
時
代
か
ら
あ
る
の
に
比
べ
、
新

し
い
表
現
で
あ
る
。

　
　
　

③�

呼
称
詞
が
「
名
前
＋
さ
ん
」
の
場
合
、
対
称
詞
は
「
あ
な
た
」

を
用
い
る（
説
諭
の
場
面
で
は「
お
前
」を
使
う
こ
と
も
あ
る
）。

　

３　

呼
称
詞
・
対
称
詞
と
話
体
と
の
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

�

常
体
が
優
位
な
話
体
で
は
呼
称
詞
に
呼
び
捨
て
、
ま
た
は
「
名
前
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＋
君
」
を
用
い
、
対
称
詞
に｢

お
前｣

ま
た
は｢

君｣

を
用
い
る

傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
敬
体
が
優
位
な
話
体
で
は
呼
称
詞
に
「
名

前
＋
さ
ん
」、
ま
た
は
「
名
前
＋
君
」
を
用
い
、
対
称
詞
に｢

あ

な
た｣
ま
た
は｢

君｣

を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
。「
お
前
」・｢

君｣

と
、「
あ
な
た
」・｢

君｣

の
使
用
は
、
説
諭
の
場
面
（
Ｃ
２
）
の

話
体
に
影
響
を
受
け
る
。

　

翻
訳
の
資
料
は
、
先
行
の
訳
が
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
時
代
の
言
葉
づ
か
い
の
実
態
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う

資
料
性
の
問
題
が
残
る
。
さ
ら
に
『
最
後
の
授
業
』
は
、
底
本
が
仏
語
と
、

英
語
か
ら
の
重
訳
と
が
あ
り
、
底
本
の
違
い
が
翻
訳
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

　

教
室
の
場
に
お
け
る
人
称
詞
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
合
わ
せ

て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

注（1
）�

永
田
（
二
〇
一
五
）
に
よ
れ
ば
、「
印
欧
語
族
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
文
法
用
語
、

『
二
人
称
代
名
詞
』
は
日
本
語
に
は
不
適
当
で
、『
山
本
、
お
前
ど
こ
に
行
く
ん
だ
』

の
場
合
、
呼
び
か
け
る
『
山
本
』
は
呼
称
詞
、
い
っ
た
ん
呼
び
か
け
た
後
で
使
わ

れ
る
『
お
前
』
は
対
称
詞
と
呼
ん
で
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。」（
一
頁
）
と
あ
る
。

（
２
）�

吉
岡
（
二
〇
〇
三
）
122
頁
を
参
照
。
ま
た
、
新
聞
で
も
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。「
教
師
が
自
分
を
『
先
生
は
ね
』
と
呼
ぶ
の
は
変
で
は
な
い
か
、
と

疑
問
を
投
げ
か
け
た
二
日
付
『
私
も
ひ
と
こ
と
』
欄
の
投
稿
に
、
反
響
の
投
書
が

続
々
と
届
い
て
い
る
。
教
師
や
教
師
経
験
者
か
ら
の
も
の
が
目
立
つ
。『
教
師
の

役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
、『
先
生
』
の
呼
称
を
肯
定
的
に

受
け
止
め
る
意
見
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、『
子
ど
も
と
対
等
に
向
き
合
っ

て
い
な
い
表
れ
』『
一
般
社
会
か
ら
ず
れ
て
い
る
』
と
批
判
的
な
声
が
多
い
。
教

師
同
士
の
呼
び
方
や
、
生
徒
を
ど
う
呼
ぶ
か
に
広
げ
て
問
題
を
提
起
す
る
投
書
も

あ
り
、
単
な
る
呼
称
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
師
と
子
ど
も
の
関
係
の
あ
り
方
に
か
か

わ
る
問
題
に
も
見
え
る
。」（
朝
日
新
聞
一
九
九
五
年
十
月
九
日
）

（
３
）�

別
の
箇
所
で
は
「
劉
サ
ン
私
ノ
発
音
ガ
正
シ
イ
カ
、
正
シ
ク
ナ
イ
カ
聴
イ
テ
ゴ
ラ

ン
ナ
サ
イ
」
と
「
私
」
を
使
用
し
て
い
る
。

（
４
）�

３
後
藤
と
12
藤
森
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
訳
文
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
藤
森
の
訳
は
後
藤
の
訳
を
参
考
（
下
敷
き
）
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）�「Fritz

」
と
い
う
表
記
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
仏
語
教
程
』（
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
、

大
正
五
年
刊
）
収
録
の
『
最
後
の
授
業
』
の
方
が
早
い
。
し
か
し
『
仏
語
教
程
』

に
は
、
例
え
ば
、
ア
メ
ル
先
生
が
生
徒
た
ち
に
花
壇
へ
の
水
ま
き
を
命
じ
た
旨
の

箇
所
が
欠
け
て
い
る
。『
仏
語
捷
径
』
に
は
こ
の
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
片
山

は
『
仏
語
捷
径
』
を
見
て
訳
し
た
と
推
測
し
た
。
な
お
、【
附
表
】
で
、
Ｂ
２
の

欄
が
「
フ
リ
ッ
」
と
あ
る
の
は
原
文
マ
マ
。

（
６
）�

永
田
（
二
〇
一
五
）
は
国
定
教
科
書
を
資
料
と
し
て
、
期
を
追
う
ご
と
に
「
お
前
」

の
待
遇
価
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
156
頁
）。

（
７
）�

仏
語
版
で
は“m

on petit Frantz”

、英
語
版
で
は“m

y little Frantz” 

と
あ
り
、

ど
ち
ら
に
基
づ
く
か
は
不
明
。
な
お
、
こ
の
箇
所
を
７
極
東
時
報
（
大
正
八
年
）

は
「
小
さ
い
（
な
）
フ
ラ
ン
ツ
」、
11
八
木
（
大
正
十
五
年
）
は
「
小
さ
な
（
い
）

フ
ラ
ン
ツ
」
と
訳
す
。

（
８
）�
菊
池
６･

８･

９
の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
は
、
菊
池
４
を
元
に
し
て
い
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る
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
菊
池
４
で
「
ア
メ
ル
さ
ん
」
と
語
る
場
面
に
対
応

す
る
五
箇
所
全
て
が
、
教
科
書
で
は
「
ア
メ
ル
先
生

4

4

」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
僕
は
碌
々
書
く
こ
と
さ
へ
も
出
来
な
い
ん
だ
。（
菊
池
４
）
が
、「
僕
は
、
ま
だ

ろ
く
〳
〵
書
く
こ
と
さ
へ
も
出
来
な
い
の4

だ
。」（
６･

８･

９
は
、
表
記
に
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
同
文
）
と
、
口
語
的
な
「
ん
だ
」
で
は
な
く
「
の
だ
」
を
用
い
て

い
る
。
さ
ら
に
菊
池
６･
８･
９
相
互
を
比
較
す
る
と
、「
腰
掛
に
並
ん
で
」（
６
）

が
「
席
に
着
い
て
」（
８
）
な
ど
文
言
に
細
か
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。

（
９
）�

10
鈴
木
は
「
フ
ラ
ン
ツ
は
」、
13
小
野
は
「
少
年
は
」
と
三
人
称
で
訳
し
て
い
る
。

鈴
木
三
重
吉
は
「
少
年
少
女
諸
君
の
た
め
に
再
話
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た

三
人
称
に
翻
案
さ
れ
た
英
語
教
科
書
を
底
本
と
し
て
用
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
が

山
根
（
二
〇
一
四
）
に
あ
る
。

（
10
）�『
小
学
校
作
法
教
授
要
項
』（
文
部
省
調
査
、
宝
文
館
、
明
治
四
十
四
年
）
に
は
、

　
　
　

一
姓
又
ハ
名
ヲ
呼
ヒ
掛
ク
ル
ニ
ハ
「
何
さ
ん
」
ト
呼
フ
ヲ
通
例
ト
ス

　
　
　

一
自
称
ニ
ハ
「
私
ワ
タ
ク
シ」
ト
称
シ
対
称
ニ
ハ
「
あ
な
た
」
ト
称
ス
ル
ヲ
通
例
ト
ス

　
　

と
あ
る
。

（
11
）�

飛
田
（
一
九
九
二
）
197
頁
、
37
～
39
頁
を
参
照
。
長
崎
（
二
〇
〇
七
）
で
は
、
二

葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』
で
勇
と
い
う
少
年
が
文
三
に
「
僕
」
を
用
い
て
い
る
例
を
、

「
少
年
が
背
伸
び
を
し
て
書
生
言
葉
を
真
似
て
い
る
中
で
表
れ
た
も
の
」
と
解
釈

し
て
い
る
。

（
12
）�

遠
藤
（
一
九
八
三
）、
木
川
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

（
13
）�

英
語
版
で
は
「George Burnham

 Ives

」（
一
九
〇
三
）、「T

he H
arvard 

Classics Shelf of Fiction

」（
一
九
一
七
）、「Representative M

odern 
Short Stories

」（
一
九
二
七
）
で
は
「blue coat

」、「N
ew
 century 

supplem
entary readers

」（
一
九
〇
五
）、「
新
英
語
読
本
」（
一
九
二
一
）
で

は
「green coat

」
と
あ
る
。

（
14
）�

四
㈢
で
見
た
よ
う
に
15
片
山
も
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
訳
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
様

に
「
青
色
」
と
訳
す
。
底
本
以
外
に
先
行
訳
を
参
照
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
④
の
グ
ル
ー
プ
以
外
に
「
青
色
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
２
天
弦
、
４
菊
池

（
６
、８
、９
）
で
あ
る
。
な
お
10
鈴
木
、
13
小
野
、
14
貝
島
に
は
コ
ー
ト
の
色
の

記
述
が
な
い
。

資
料　

訳
者
・
掲
載
誌
・
発
表
年
・「
最
後
の
授
業
」
以
外
の
題
・
出
版
社

１　

�

羝
夢
生
・
紅
葉
山
人
・「
新
小
説
」・
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
年
）・
を
さ
な
心
・

紅
葉
全
集
別
巻

２　

�

天
絃
（
片
上
伸
）・「
読
売
新
聞
」・
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
年
）
五
月
八
日
・

最お
し
ま
ひ終
の
お
稽
古

３　

後
藤
末
雄
・『
普
仏
戦
話
』・
一
九
一
四
（
大
正
三
年
）・
新
潮
文
庫

４　

菊
池
幽
芳
①
・『
幽
芳
集
』・
一
九
一
五
（
大
正
四
年
）・
至
誠
堂
書
店

５　

藤
浪
水
処
・「
東
亜
之
光
」（
第
12
巻
第
７
号
）・
一
九
一
七
（
大
正
六
年
）

６　

�

菊
池
幽
芳
②
・『
帝
国
読
本　

巻
二
』
芳
賀
矢
一
編
・
一
九
一
七
（
大
正
六
年
）・

冨
山
房

７　

極
東
時
報
・「
極
東
時
報
」（
42
）・
一
九
一
七
（
大
正
六
年
）・
最
後
の
課
業

８　

菊
池
幽
芳
③
・『
新
制
中
等
新
国
文　

巻
一
』・
一
九
二
一
（
大
正
十
年
）・
文
学
社

９　

菊
池
幽
芳
④
・『
現
代
国
語
読
本
』・
一
九
二
三
（
大
正
十
二
年
）・
東
京
開
成
館

10　

�

鈴
木
三
重
吉
・「
赤
い
鳥
」（
第
12
巻
第
６
号
）・
一
九
二
四
（
大
正
十
三
年
）・
最

後
の
課
業

11　

�

八
木
さ
わ
子
・『
月
曜
物
語
』（
仏
蘭
西
文
学
訳
註
叢
書
第
四
篇
）・
一
九
二
六
（
大

正
十
五
年
）・
白
水
社

12　

藤
森
淳
三
・「
女
性
」・
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
九
月
号
・
童
話
最
後
の
授
業

13　

小
野
誠
悟
・『
少
年
世
界
愛
国
美
談
』・
一
九
二
九
（
昭
和
四
年
）・
第
一
出
版
協
会

14　

貝
島
慶
太
郎
・『
空
間
船
』・
一
九
三
〇
（
昭
和
五
年
）・
私
家
版

15　

片
山
博
通
・『
幽
花
亭
随
筆
』・
一
九
三
四
（
昭
和
九
年
）・
檜
謡
曲
書
店

16　

桜
田
佐
①
・『
月
曜
物
語
』・
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
年
）・
岩
波
文
庫

17　

斎
田
喬
・『
非
常
時
日
本
の
学
芸
会
資
料
』・
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
年
）・
弘
学
社
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18　

永
井
順
・『
川
船
物
語
』・
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）・
冨
山
房
百
科
文
庫

19　

桜
田
佐
②
・『
西
洋
文
学
選
』・
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
年
）・
新
潮
社

20　

�
平
原
社
編
輯
部
・『
仏
蘭
西
語
文
学
講
座
』・
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
年
）・
最
後
の

課
業

21　

萩
原
弥
彦
・『
ド
ー
デ
短
編
選
』・
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
年
）・
丹
頂
書
房

22　

�

木
村
武
雄
・「
中
学
初
級
」
昭
和
二
十
三
年
八
月
号
・
九
月
号
・
一
九
四
八
（
昭
和

二
十
三
年
）・
研
究
社

23　

田
沼
利
男
・『
初
旅
・
初
う
そ
』・
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
年
）・
改
造
社

24　

�

浅
見
篤
・『
コ
ル
ニ
ー
ユ
ぢ
い
さ
ん
の
秘
密
』・
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
年
）・
晃

文
社

25　

田
島
清
・『
田
島
仏
蘭
西
語
講
座 
巻
３
』・
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
年
）・
白
水
社

26　

阿
部
敬
二
・『
少
年
ス
パ
イ
』・
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
年
）・
童
話
春
秋
社

27　

�

桜
井
成
夫
・『
少
年
少
女
の
た
め
の
世
界
文
学
選
３
』・
一
九
五
一（
昭
和
二
十
六
年
）・

小
峰
書
店

参
考
文
献

遠
藤
（
一
九
八
三
）　

遠
藤
好
英
「
自
分
」（『
講
座
日
本
語
の
語
彙
10
』
明
治
書
院
）

木
川
（
二
〇
一
一
）　

木
川
行
央
「
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
の
『
自
分
』」（「
言
語
科
学

研
究
17
巻
」
神
田
外
語
大
学
大
学
院
紀
要
）

北
村
（
一
九
七
七
）　 

北
村
季
夫
「
Ⅳ
ど
の
よ
う
に
敬
語
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
か
―
小

学
生
の
場
合
―
」（
国
文
学
二
一
―
一
二
）

小
林
（
一
九
九
八
）　

小
林
美
恵
子
「
学
校
の
呼
称
―
女
性
教
師
の
呼
称
「
～
ク
ン
」
を

中
心
に
―
」（「
日
本
語
学
」
第
一
七
巻
九
号
）

長
崎
（
二
〇
〇
七
）　

長
崎
靖
子
「
人
称
代
名
詞
『
僕
』『
君
』
の
変
遷
」（「
川
村
学
園

女
子
大
学
研
究
紀
要
」
第
18
巻
第
３
号
）

永
田
（
二
〇
一
五
）　

永
田
高
志
『
対
称
詞
体
系
の
歴
史
的
研
究
』
和
泉
書
院

飛
田
（
一
九
九
二
）　

飛
田
良
文
『
東
京
語
成
立
史
の
研
究
』
東
京
堂
出
版

府
川
（
一
九
九
二
）　

府
川
源
一
郎
『
消
え
た
『
最
後
の
授
業
』
言
葉
・
国
家
・
教
育
』

大
修
館
書
店

山
根
（
二
〇
一
四
）　

山
根
祥
子
「
ド
ー
デ
の
短
編
小
説
の
英
語
翻
訳
―
『
最
後
の
授
業
』

―
」（「
地
球
社
会
統
合
科
学
研
究
」
創
刊
号
）

吉
岡（
二
〇
〇
三
）　

吉
岡
泰
夫「
敬
語
の
社
会
差
・
地
域
差
と
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
言
語
問
題
」（『
朝
倉
日
本
語
講
座
８
敬
語
』
朝
倉
書
店
）
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Ａ
Ｆ

Ｂ
1

Ｂ
２

Ｃ
１

Ｃ
２

Ｄ
Ｅ

Ｇ
Ｃ
１
Ｃ
２

Ｅ
分
類

N
O
.

発
表
年

訳
者

自
称
詞

（
フ
ラ
ン

ツ
）

自
称
詞

（
ア
メ
ル

先
生
）

呼
称
詞
（
フ

ラ
ン
ツ
へ
）
呼
称
詞
（
フ

ラ
ン
ツ
へ
）

対
称
詞

（
フ
ラ
ン

ツ
へ
）

対
称
詞

（
フ
ラ
ン

ツ
へ
）

呼
称
詞

（
生
徒
へ
）

対
称
詞

（
生
徒
へ
）

対
称
詞
（
プ

ロ
イ
セ
ン

の
人
が
ア

ル
ザ
ス
の

人
を
）

ア
メ
ル
先
生
の
話
体

Ⅰ

5
1917

大
正
６
年
藤
浪
水
処

私
私

フ
ラ
ン
ク

フ
ラ
ン
ク

－
あ
な
た

み
な
さ
ん

あ
な
た
た
ち

お
前
た
ち
常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ

22
1948

昭
和
23年

木
村
武
雄

僕
私

フ
ラ
ン
ク

フ
ラ
ン
ク

－
君

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

お
前
た
ち
常
体
常
体
敬
体

常
体
優
位

①

2
1904

明
治
37年

天
絃（
片
上
）

僕
わ
た
し

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

こ
ど
も
た
ち

み
ん
な

貴
様

常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

7
1917

大
正
６
年
極
東
時
報

自
分

わ
し

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

み
な
さ
ん

－
お
前
達

常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

10
1924

大
正
13年

鈴
木
三
重
吉

フ
ラ
ン
ツ
わ
た
し

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

お
前

常
体
常
体
敬
体

常
体
優
位

11
1926

大
正
15年

八
木
さ
わ
子

私
私

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

み
な
さ
ん

お
前
た
ち

お
前
た
ち
常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

13
1929

昭
和
４
年
小
野
誠
悟

少
年

わ
た
し

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

み
ん
な

み
ん
な

貴
様
た
ち
常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ

18
1939

昭
和
14年

永
井
順

僕
わ
た
し

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

み
な
さ
ん

－
お
前
た
ち
常
体
常
体
敬
体

常
体
優
位

25
1949

昭
和
24年

田
島
清

僕
先
生

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

お
前

お
前

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

貴
様
た
ち
常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ

4
1915

大
正
４
年
菊
池
幽
芳
①

僕
わ
し

フ
ラ
ン
ツ
坊
フ
ラ
ン
ツ
坊

お
前

お
前

こ
ど
も
た
ち

お
前
た
ち

貴
様
た
ち
常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

②

16
1936

昭
和
11年

桜
田
佐
①

（
私
）

私
フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

君
君

み
な
さ
ん

－
君
た
ち

常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ

21
1948

昭
和
23年

萩
原
弥
彦

（
私
）

私
フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

君
－

み
な
さ
ん

－
君
た
ち

常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ

23
1949

昭
和
24年

田
沼
利
男

僕
私

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

君
君

み
な
さ
ん

－
君
た
ち

常
体
常
体
敬
体

常
体
優
位

26
1950

昭
和
25年

阿
部
敬
二

僕
わ
た
し

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

君
君

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

君
た
ち

常
体
常
体
敬
体

常
体
優
位

27
1951

昭
和
26年

桜
井
成
夫

僕
先
生

フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

君
君

み
な
さ
ん

－
君
た
ち

常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ
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Ａ
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Ｂ
1

Ｂ
２

Ｃ
１

Ｃ
２

Ｄ
Ｅ

Ｇ
Ｃ
１
Ｃ
２

Ｅ
分
類

N
O
.

発
表
年

訳
者

自
称
詞

（
フ
ラ
ン

ツ
）

自
称
詞

（
ア
メ
ル

先
生
）

呼
称
詞
（
フ

ラ
ン
ツ
へ
）
呼
称
詞
（
フ

ラ
ン
ツ
へ
）

対
称
詞

（
フ
ラ
ン

ツ
へ
）

対
称
詞

（
フ
ラ
ン

ツ
へ
）

呼
称
詞

（
生
徒
へ
）

対
称
詞

（
生
徒
へ
）

対
称
詞
（
プ

ロ
イ
セ
ン

の
人
が
ア

ル
ザ
ス
の

人
を
）

ア
メ
ル
先
生
の
話
体

Ⅱ

③
14
1930

昭
和
５
年
貝
島
慶
太
郎

（
私
）

私
フ
ラ
ン
ツ
君

－
君

君
み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

－
敬
体
常
体
敬
体
敬
体
優
位
ａ

24
1949

昭
和
24年

浅
見
篤

（
私
）

私
フ
ラ
ン
ツ
君
フ
ラ
ン
ツ
君

君
君

み
な
さ
ん

－
君
た
ち

常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ

④

1
1902

明
治
35年

羝
夢
生・紅

葉
山
人

僕
わ
た
し
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
あ
な
た

あ
な
た

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

－
敬
体
敬
体
敬
体

敬
体
専
用

3
1914

大
正
３
年
後
藤
末
雄

（
私
）

私
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
あ
な
た

お
前

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

お
前

敬
体
常
体
敬
体
敬
体
優
位
ａ

12
1927

昭
和
２
年
藤
森
淳
三

（
私
）

わ
た
し
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
あ
な
た

お
前

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

お
前
た
ち
敬
体
常
体
敬
体
敬
体
優
位
ａ

17
1937

昭
和
12年

斎
田
喬

僕
先
生

フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん

－
－

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

お
前

敬
体
敬
体
敬
体

敬
体
専
用

20
1942

昭
和
17年

平
原
社
編
輯
部

僕
私

フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
フ
ラ
ン
ツ
さ
ん
あ
な
た

あ
な
た

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

－
敬
体
敬
体
敬
体

敬
体
専
用

15
1934

昭
和
９
年
片
山
博
通

（
私
）

私
フ
リ
ッ
ツ
さ
ん

フ
リ
ッ

－
お
前

み
な
さ
ん

あ
な
た
が
た

－
敬
体
常
体
敬
体
敬
体
優
位
ａ

6
1917

大
正
６
年
菊
池
幽
芳
②

僕
わ
し

－
フ
ラ
ン
ツ
坊

－
お
前

こ
ど
も
た
ち

お
前
た
ち

貴
様
た
ち
常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

8
1921

大
正
10年

菊
池
幽
芳
③

僕
わ
し

－
フ
ラ
ン
ツ

－
お
前

こ
ど
も
た
ち

お
前
た
ち

貴
様
た
ち
常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

9
1923

大
正
12年

菊
池
幽
芳
④

僕
わ
し

－
フ
ラ
ン
ツ
坊

－
お
前

こ
ど
も
た
ち

お
前
た
ち

貴
様
た
ち
常
体
常
体
常
体

常
体
専
用

19
1940

昭
和
15年

桜
田
佐
②

（
私
）

私
フ
ラ
ン
ツ

フ
ラ
ン
ツ

君
君

み
な
さ
ん

－
君
た
ち

常
体
敬
体
敬
体
敬
体
優
位
ｂ


